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○ 空気と水で作るマイ握力計

容器に閉じこめた状態で、圧してもかさが変わらない水の性質と、圧すとかさが

小さくなり、圧し返す力が大きくなる空気の性質を利用した簡易握力計を作る。

〔材料・用具〕･････写真ａ参照

ペットボトル（500ml用 ，アクリルパイ）

プ（内径９mm，長さ19cm ，魚型たれび）

んのキャップ，ＯＨＰシート，ホットボ

， ， ，ンドセット一式 はんだごて カッター

カッターマット ，はさみ

【製作手順】

①アクリルパイプをＯＨＰシート上に鉛直

に立て、底面の円形の輪郭をマジックイ

ンキでなぞる （写真ｂ） （ａ）。

①ペットボトルのふたにホットボンドを塗

り、アクリルパイプを垂直に接着する。こ

のとき気密性が保たれるように特に注意す

る。･････写真ｃ、ｄ参照

ホットボンドが完全に固まるまで以下の作
（ｃ）業を行う。 （ｂ）

②先程①でなぞった円をはさみで切

り取る。

③あらかじめ目盛りが印刷してある
（ｄ）

ＯＨＰシート（写真ｅ）をできるだ

け細くカッターで切り抜く、このとき両

端にホットボンド用ののりしろを１ｃｍ

程度残しておく。

④写真ｄの円筒形容器の中に魚型たれびん

のキャップを挿入し、③で切り取った円
（ｅ）

形のふたを円筒の開口部にホットボンドで貼り付ける。

⑤次に目盛り付きＯＨＰシートの上下ののりしろ部にホットボンドを塗り、写真

ｄの円筒の下から２ｃｍ程度のところに目盛り０がくるように貼り付ける。･･

･･･写真ｆ参照

（ｆ）
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⑥円筒に貼り付けたＯＨＰシートの円形のふたにはんだごてで中

心に直径４～５ｍｍ程度の穴を開ける。･････写真ｇ参照

⑦用意したペットボトルに水をいっぱいに入れ、握力測定用円筒

管を差し込み、ふたをきつく閉める。

（ｇ）以上で、マイ握力計の完成です。

【実験】

①魚型たれびんのキャップ 握力測定用マー（

カー）が目盛り０の位置にくるように円

筒管内の空気を少しずつ追い出して調整

する （写真ｈ）。

②ペットボトルの左右から力を加え、マー

カーの動きに注目することによって、水

が空気を圧しつぶして上昇する様子を観

察する。

この実験（遊び）により、児童は、閉じ

こめた空気に大きな力を加えれば加えるほ

ど空気のかさが減少するとともに、空気が

（ｈ） （ｉ）圧し返す力は逆に大きくなっていくことを身

をもって体験することでしょう （食紅などを用いて水に着色してやると視覚的。

な鮮やかさから児童の印象もより鮮明になるのでは）

☆ 正規の握力計で自分の握力を測定し、マイ握力計の一目盛りがおよそ何kgw

に相当するか調べてみるのもよいでしょう。


